
発行所

第２６号 平成 21年 12月18日

福井県鯖江市和田町９
ＴＥＬ（０７７８）６２－１２３４（代）
ＦＡＸ（０７７８）６２－０８９０

鯖
江

福井県丹生郡越前町朝日２２
ＴＥＬ（０７７８）３４－１２２０（代）
ＦＡＸ（０７７８）３４－２０９９

朝

日

文化祭実演にてインタビューに応じるご子息を
見守るご家族の暖かい眼差しのワン・ショット

（撮影・榮　晃彦）

朝日事業所長挨拶･････････････････ P2
盲重複研・全国大会･･･････････････ P3
ひかり会総会を終えて･･････････P4,P5
のぞみ工房陶華星･････････････････ P5
さくら館夏祭り･･･････････････････ P6
一番好きなのは「食べる事」････････ P7 笑顔がいっぱい！････････････････P14

利用者と共に作る援護一課を目指して ･･ P10

れんげ家族 ･･･････････････････････ P8
個人旅行･････････････････････････ P9

待ち遠しい養護老人ホームの建設 ･････ P11
ボランティアとの絆④････････････ P12
新任職員紹介････････････････････ P13

主な内容



絆の杜　２

　

第
三
光
が
丘
ハ
ウ
ス
は
、
平
成
十
八
年

四
月
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

と
し
て
改
修
し
、
本
年
度
で
四
年
目
と
な

り
ま
し
た
。
利
用
者
の
方
の
現
状
は
平
均

要
介
護
度
が
４
と
重
度
の
方
が
増
え
て
お

り
、
認
知
症
の
方
は
七
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
は
満
床
に

近
い
状
態
で
す
。
そ
の
様
な
現
状
の
中
で

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
と
認
知
症
ケ
ア
を
実
践
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
見
え
て
き
た

も
の
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
と
は
何
か
と
い
い
ま
す

と
、十
人
を
ひ
と
つ
の
生
活
単
位
と
し
て
、

個
室
と
リ
ビ
ン
グ
か
ら
な
り
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
確
保
を
、
利
用
者
の
方
及
び
職
員
も

固
定
し
、な
じ
み
の
関
係
を
構
築
し
て「
そ

の
方
ら
し
い
生
活
の
実
現
」
を
目
的
と
し

た
個
別
ケ
ア
の
ひ
と
つ
の
手
法
で
す
。
八

つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
五
名

の
介
護
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
な
ぜ
こ
う
い
う
手

法
と
な
っ
た
の
か
は
、
施
設
に
入
所
す
る

こ
と
に
よ
り
、在
宅
で
生
活
し
て
い
た「
環

境
」や
家
族
や
、友
人
、地
域
と
の「
関
係
」、

家
庭
や
地
域
な
ど
で
の
「
役
割
」
を
失
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
り
、
在

宅
で
の
状
況
を
施
設
に
入
所
し
て
も
継
続

す
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

成
果
と
し
て
、
そ
の
方
の
生
活
の
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
た
支
援
や
イ
ベ
ン
ト
、
居
住

環
境
の
整
備
、
外
出
な
ど
在
宅
生
活
の
継

続
を
意
識
し
た
支
援
が
で
き
つ
つ
あ
る
と

感
じ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
職

員
が
少
な
く
な
る
時
間
帯
も
あ
り
十
分
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
な
い
事
情
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
障
が
い
者
施
策
と
比
較

し
ま
す
と
、介
護
報
酬
単
価
が
低
い
こ
と
、

多
く
の
施
設
で
は
、
適
正
な
職
員
の
配
置

を
図
る
こ
と
は
、
職
員
増
員
の
た
め
に
人

件
費
が
増
大
し
経
営
の
圧
迫
を
招
く
と
し

て
、
待
遇
を
上
げ
ら
れ
な
い
、
職
員
の
増

員
が
で
き
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
が
、
光

道
園
は
身
障
、
老
人
、
施
設
、
在
宅
を
一

体
化
し
て
運
営
し
て
お
り
県
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
職
員
処
遇
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
負
担
に
も
問
題
あ
り
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
国
は
ユ
ニ
ッ
ト
型

施
設
を
推
奨
し
新
規
建
設
は
ユ
ニ
ッ
ト
型

し
か
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
そ
の
利
用
料
は
、
減
額
措
置
は
あ
る
も

の
の
国
民
年
金
受
給
者
は
、
そ
の
年
金
だ

け
で
は
利
用
料
が
支
払
わ
れ
な
い
の
が
現

状
で
す
。
国
民
に
と
っ
て
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
は
脆
弱
と
し
か
言
え
ず
、
貧
富
の

格
差
が
福
祉
の
世
界
に
も
あ
る
の
で
す
。

政
権
交
代
し
た
民
主
党
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
、
認
知
症
ケ
ア
は
新
た
な
取
り
組
み

を
展
開
中
で
す
。「
そ
の
人
ら
し
さ
」
を

中
心
に
お
い
た
ケ
ア
の
展
開
で
す
。
認
知

症
は
病
気
で
す
が
、
そ
の
症
状
を
障
害
と

捉
え
、
解
消
と
緩
和
に
向
け
た
ケ
ア
を
行

い
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
維
持
し
高
め
て
い

く
こ
と
で
す
。
認
知
症
の
現
れ
方
は
千
差

万
別
で
す
。
基
本
的
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

こ
と
や
、
身
体
的
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と

は
基
本
で
す
が
、
そ
れ
ら
は
ケ
ア
全
体
の

一
部
で
し
か
な
い
の
で
す
。
そ
の
方
の
能

力
、
好
み
、
関
心
、
価
値
観
、
ス
ピ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
を
し
っ
か
り
理
解
し
ケ
ア
に
生

か
す
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
第
三
光
が

丘
ハ
ウ
ス
で
は
、
さ
ら
に
質
の
高
い
ケ
ア

の
提
供
を
目
指
し
て
、
認
知
症
実
践
リ
ー

ダ
ー
（
五
名
）
や
認
知
症
実
践
指
導
者
（
一

名
）
を
含
む
他
職
種
協
働
で
の
新
た
な
認

知
症
ケ
ア
体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
も
認
知
症
ケ
ア
も
「
そ

の
人
ら
し
さ
」を
基
本
と
し
た
も
の
で
す
。

施
設
に
お
い
て
は
、
で
き
う
る
限
り
在
宅

に
近
い
環
境
、
関
係
、
役
割
を
提
供
す
る

こ
と
、
在
宅
で
は
、
そ
の
生
活
を
ど
ん
な

障
害
が
あ
ろ
う
と
も
継
続
し
う
る
ケ
ア
の

体
制
を
築
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

光
道
園
が
目
指
す
新
し
い
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
と
は
、
施
設
、
在
宅
を
問
わ
ず
、
利
用

者
一
人
ひ
と
り
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で

利
用
者
、
ご
家
族
の
み
な
ら
ず
地
域
か
ら

も
信
頼
を
得
る
こ
と
。
そ
の
地
域
に
あ
っ

た
地
域
ケ
ア
体
制
を
、
光
道
園
の
施
設
、

事
業
所
が
地
域
の
拠
点
と
な
り
、
障
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
、
行
政
や
地
域

住
民
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。　

ユニッ
ト
ケ
ア
、
認
知
症
ケ
ア
実
践
を
と
お
し
て

朝
日
事
業
所
長　
　

荒
　
木
　
博
　
文
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全
国
盲
重
複
障
害
者
福
祉
施
設
研
究
協

議
会
（
以
下
盲
重
複
研
）
の｢

第
三
○
回

全
国
盲
重
複
障
害
者
福
祉
研
究
記
念
大
会

｣

が
一
○
月
十
五
、十
六
日
の
両
日
、
福

井
市
の
ユ
ア
ー
ズ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。
光
道
園
が
主
管
施
設
と
し
て
は
３
回

目
と
な
り
前
回
か
ら
十
六
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
蔓
延
化
に
よ

り
、
加
盟
施
設
か
ら
の
参
加
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
、
円
滑
な
運
営
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
不
安
を
よ
そ
に
大
会
に
は
加

盟
施
設
職
員
や
家
族
会
、
福
井
県
身
体
障

害
者(

児)

援
護
施
設
連
絡
協
議
会
加
盟

の
２
施
設
職
員
、
関
係
者
ら
一
三
○
名
が

参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
っ
て

明
言
さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
に
代
わ

る
障
が
い
者
総
合
福
祉
法
（
仮
称
）
の
制

定
に
む
け
た
動
き
を
見
守
る
一
方
で
盲
重

複
障
害
者
支
援
機
能
の
向
上
を
目
指
し
、

さ
ら
な
る
専
門
性
の
向
上
に
取
り
組
む
こ

と
な
ど
を
確
認
し
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
三
○
回
と
い
う
記
念
大
会
に
あ

た
り
、
一
日
目
の
開
会
式
で
は
主
管
施
設

で
あ
る
当
園
土
肥
園
長
の
挨
拶
、
法
澤
会

長
の
開
会
挨
拶
等
の
後
に
は
盲
重
複
研
の

事
業
推
進
に
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
山
内

進
前
会
長
、
田
中
の
ぞ
み
元
会
長
の
表
彰

状
・
記
念
品
贈
呈
式
が
と
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
基
調
報
告
で
は
、
盲
重
複

研
・
眞
家
副
会
長
に
よ
る｢

現
在
〜
未
来

へ｣

と
題
し
て
講
演
で
は
、
日
本
の
社
会

福
祉
制
度
の
変
遷
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
同

協
議
会
の
三
○
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
分
科
会
に
移
り
、
第
一
分
科

会
で
は
入
所
施
設
の
役
割
と
い
う
テ
ー
マ

で
２
施
設
の
事
例
発
表
後
、
グ
ル
ー
プ
討

議
に
入
り
、
新
体
系
に
移
行
し
て
い
な
い

施
設
よ
り
移
行
し
た
施
設
の
方
に
対
し
、

日
中
活
動
と
夜
間
支
援
の
区
分
け
な
ど

数
々
の
質
問
が
あ
り
情
報
を
分
ち
合
い
ま

し
た
。
第
二
分
科
会
で
は
、
軽
作
業
の
訓

練
と
同
様
に
余
暇
活
動
に
参
加
者
の
関
心

が
あ
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
に
社
会
資
源
を

扱
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
質
問
や
討
議
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
分
科
会
の
自
立

支
援
法
移
行
後
の
状
況
で
は
、
移
行
し
た

施
設
は
重
度
重
複
化
が
進
ん
で
お
り
、
移

行
し
て
い
な
い
施
設
は
移
行
後
に
極
端
な

収
入
の
減
少
と
い
う
不
安
に
よ
り
踏
み
切

れ
て
お
ら
ず
、
国
の
施
策
は
決
し
て
障
害

者
全
施
設
を
網
羅
し
て
い
な
い
と
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
家
族
会
で
は
二
十
一
年
度
の
総

会
が
行
な
わ
れ
、
ニ
○
年
度
事
業
報
告
・

決
算
に
引
き
続
き
、
二
十
一
年
度
事
業
計

画
・
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
事

前
調
査
を
元
に
、
家
族
会
の
目
的
、
後
継

問
題
、
役
員
選
出
の
仕
方
に
つ
い
て
等
討

議
さ
れ
ま
し
た
。
規
約
の
中
で
は
会
費
算

定
方
法
が
変
更
と
な
り
（
利
用
者
定
員
数

の
考
え
方
を
日
中
活
動
と
夜
間
の
ど
ち
ら

か
多
い
方
で
算
定
す
る
事
と
な
っ
た
）
そ

れ
に
伴
い
会
則
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
園
家
族
会
か
ら
も
一
○
名
参
加
い
た
だ

き
、
ニ
日
間
を
通
し
て
法
律
の
動
き
や
他

施
設
家
族
会
の
考
え
方
な
ど
知
識
を
深
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
会
で
は
、
当
園
の
音
楽
グ
ル

ー
プ
〝
ミ
ッ
ク
バ
ラ
ー
ズ
〞
の
演
奏
、
ご

家
族
・
職
員
の
歌
と
賑
や
か
な
催
し
を
鑑

賞
し
な
が
ら
、
初
対
面
の
他
施
設
職
員
や

ご
家
族
、
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
た
方
な

ど
と
懇
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
厚
生
労
働
省
・
障
害
福
祉
専

門
官
の
茅
根
孝
雄
氏
に
よ
る
行
政
説
明
で

は
、
民
主
党
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
る

障
害
者
自
立
支
援
法
の
廃
止
の
動
き
は
あ

る
も
の
の
具
体
的
な
も
の
は
示
さ
れ
て
い

な
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
見
直
し
の

ポ
イ
ン
ト
や
二
十
一
年
度
の
補
正
予
算
の

対
応
や
視
聴
覚
障
害
者
に
関
す
る
支
援
に

対
し
て
の
予
算
や
事
業
に
つ
い
て
の
詳
細

を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
福
井
大
学
教
職
大
学
院
教

授
の
松
木
健
一
先
生
よ
り｢

施
設
職
員
の

専
門
性
に
つ
い
て｣

と
い
う
演
題
で
記
念

講
演
が
あ
り
、
施
設
は
創
設
し
三
〇
年
か

ら
危
な
く
な
り
、
創
始
者
の
考
え
を
継
承

し
て
い
く
為
に
は
職
員
の
立
場
や
年
代
に

よ
り
役
割
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

専
門
性
と
は
実
践
を
い
つ
も
振
り
返
り
考

え
直
し
て
も
う
一
度
立
て
直
し
て
日
々
係

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
示
さ
れ
職

員
・
ご
家
族
共
々
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
専
門
官
と
の
懇
談
会
で
は
自
立

支
援
法
そ
の
後
の
動
き
に
関
し
て
伺
い
ま

し
た
。
動
き
は
ま
だ
な
い
と
の
事
で
し
た

が
、
障
が
い
者
虐
待
防
止
法
の
内
容
や
、

身
体
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア

ホ
ー
ム
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
事
を
中

心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
盲
重
複
障
害
者
福
祉
施
設

研
究
記
念
大
会

企
画
調
整
室　

主
任　
　

堀
　
　
　
浩
　
二



絆の杜　４

　平成 21年 8月 2日（日）13時半より第 8回ひかり会・総会が開催され、家族・職員を含め約 30名
のご参加をいただきました。最初に下垣会長の挨拶をいただき、ここ数年障害者をとりまく状況は厚生
労働省の施策が目まぐるしく変わり相当大きな変化を生じており我々家族にとってどこがどのように変
わりこれからどうなるのか、何が正しいのか判断する時期にきており、参加の皆さんから忌憚のない意
見をお願いしたいと述べられました。当園園長の挨拶の中では、障害者自立支援法を最大限に利用する
という意味で 4月に踏み切った経緯も加え、障害者自立支援法による新体系移行で新たな契約書をかわ
す必要がありご家族の方の協力で全利用者との契約を終えられたことに、御礼を述べました。
　本題では、下垣会長より欠席者の方より 253名の委任状が届き、過半数を越え本会が成立したことの
報告を皮切りに、急遽議長に指名された越猪副会長の進行により、以下の議案の報告があり順次ご承認
いただきました。

　また、議案第 5号では、下垣会長より全国盲重複障害者福祉施設研究協議会家族会が、平成 14 年
11月に開催された群馬の全国大会時に発足され、現在 14法人の家族会が加入していることなどこれま
での経緯を報告されました。また、10月 15 ～ 16 日福井県で開催予定の第 30回全国盲重複障害者福
祉施設研究記念大会では総会にて障害者自立支援法による新体系移行により全国家族会の規約の現状で
は、不都合が生じている会費について大幅に改定を行なう予定があることも述べられました。
　最後に、議案第 6号の役員改選では、午前中の役員会にて長年に務めて頂きました下垣会長から退任
の意向を受け、新しく三役として小野和男会長、田中伸幸副会長、岩尾多希子副会長が指名され承認さ
れました。監事、会計については次回 9月の役員会で決定いただくことを引き継がれました。（9月 12
日役員会にて決定済み）また、新三役のご挨拶の後、退任された委員の方の後任として事務局推薦の橋
口由美子委員、大村まり子委員、今井泰美委員と当日ご欠席の宮崎政夫委員のご紹介がありました。（改
選後の名簿参照）

小野和男 会長 田中伸幸 副会長 岩尾多希子 副会長

議案第 1号　平成 19・20年度　ひかり会 事業報告及び決算報告
議案第 2号　平成 19・20年度　共済会 運営状況及び決算報告
議案第 3号　平成 21年度　ひかり会 事業計画（案）及び予算（案）
議案第 4号　平成 21年度　共済会 予算（案）

ひかり会総会を終えて
ひかり会事務局



５　絆の杜

　いつも陶華星をご利用いただき、誠にありがとう
ございます。さて、この冬陶華星では、招き猫の冬
バージョンの販売を開始することになりました。

■招き猫 ……………………………… ３００円
■マフラー＆ニット帽＆座布団 …… 各５０円
　（いずれも招き猫用です）

連絡先 0778（62）8103（担当：寺前）

　招き猫は、金、銀など様々な色をご用意しており
ますので、お部屋や玄関先にインテリアとして置い
てみてはいかがでしょうか。
　なお、干支の販売も例年通り行っていますので、
お問い合わせ下さい。

のぞみ工房
　陶華星

（平成 21年８月２日現在）　　敬称略
役　　職 氏　　名 利用者所属課 役　　職 氏　　名 利用者所属課

会　長 小野　和男 療護一課 審議委員 大谷　信子 援護一課
副会長 田中　伸幸 セルプニ課 〃 山本　信雄 療護一課

副会長 岩尾多希子 セルプ一課 〃 木村　卓史 療護二課

会　計 大村まりえ 療護二課 〃 橋口由美子 セルプ一課

会計監事 前田　美加 援護二課 〃 宮崎　政夫 援護二課

審議委員 越猪　政栄 療護一課 〃 今井　泰美 援護一課

〃 高原　裕法 セルプニ課

ひかり会役員名簿

　総会後には土肥園長より当法人の組織・業務に加え障害者と高齢者を合わせ 623名の利用定員、職員
315名（8月 1日現在）となったことの説明後、障害者４施設責任者よりスクリーンの写真や表を見て
いただきながら、新体系になって新しくなった事業内容や今年度の業務の特徴についての説明がありま
した。
　大きな変化として、これまで宿直体制であった施設も夜勤体制となり夜間の支援がしっかりできるよ
うになったことや利用者お一人お一人の要望に応えながら、ご家族の意見をいただきながら、目標を持
った個別支援計画をたてる事等各施設長から一様に説明がありました。
　なかには聞きなれない新しい名称の事業、平均障害程度区分により夜勤の職員の数も増え、こと細か
な点もご父兄は熱心に耳を傾けておられました。
　さらに、ひかり会役員会からの要望がありました成年後見人制度のしくみと障害者４施設合わせて
18名が利用され、１名が申請中であることやデメリットとして場合によっては選挙権がなくなる等説
明がありました。
　ご参加いただきましたひかり会会員のご家族・役員におきましては、予定の時間を越えて論議いただ
き、おかげさまで無事閉会する事ができました。



さくら館夏祭りさくら館夏祭りさくら館夏祭りさくら館夏祭り

絆の杜　６

　さる８月４日恒例のさくら館夏祭りが行われました。
　今年は昼の部と夜の部に分けて、昼の部はさくら館内でゲームと喫茶をしました。その時の様
子を再現してみます。
　ゲームは豆つまみ（箸で豆をつまんで別の入れ物に入れ替え時間をはかる）･空き缶つみ ･ボー
リング・お菓子すくい（しゃもじでお菓子をすくう）などです。特に豆つまみはタイムを測るの
でヘレンの利用者が必死です。ローンの利用者の方は箸でつまむことは難しいので手でつまんで
もらいます。空き缶積みも何回も何回も挑戦しています。お菓子すくいも目の色が変わるくらい
一生懸命です。ゲームのあいまに喫茶コーナーで、かき氷を食べたりパンやコーヒーを飲んでみ
んな楽しそうです。総務課の職員も応援に来てくださって助かりました。
　夜の部は場所を換えNNホールで会食です。提灯や装飾で会場の雰囲気をかもしだしています。
ワーク太鼓の友情演奏で始まり、たくさんのご馳走を目の前にしてみんな浮き浮きです。ヘレン
利用者も太鼓の響きを感じることができ気持ちが高揚してきます。外からは焼き鳥の臭いがＮＮ
ホールに漂って来る中で、職員の吉田さんとその仲間のギター演奏と歌もあり場を盛り上げてく
れます。
　利用者のほとんどが、ゆかたや甚平を着て夏祭りの雰囲気を味わっています。焼き鳥が次から
次と焼き上がってきますが、すぐになくなってしまうくらい大好評です。テーブルに並べられた
ご馳走にあれもこれもと手がでます。みんなお腹いっぱいになり楽しい一時を過ごしました。最
後は花火です。花火の臭いや光や熱さを感じながら楽しみました。あっという間に時間が過ぎ楽
しい夏祭りは終わりました。

ライフトレーニングセンター
（療護二課）　主任　前　川　陽　子



　

焼
い
て
い
る
間
に
、
今
度
は
と
こ
ろ
て
ん
の
よ
う
に
す

り
身
を
押
し
出
し
て
鍋
の
中
に
い
れ
、
か
ま
ぼ
こ
そ
う
め

ん
を
作
り
ま
し
た
。
か
ま
ぼ
こ
そ
う
め
ん
は
す
ぐ
に
ゆ
で

あ
が
る
の
で
、そ
の
場
で
試
食
で
す
。
こ
こ
へ
来
る
前
に
、

昼
食
に
食
べ
放
題
で
焼
き
肉
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
は

ず
な
の
に
、
ゆ
で
あ
が
っ
た
か
ま
ぼ
こ
そ
う
め
ん
を
手
で

つ
か
ん
で
美
味
し
そ
う
に
召
し
上
が
っ
て
い
ま
す
。
や
っ

ぱ
り
、
自
分
で
作
っ
た
も
の
は
お
い
し
い
よ
う
で
す
。
食

べ
て
い
る
時
の
笑
顔
は
抜
群
な
笑
顔
を
し
て
い
ま
す（
笑
）

焼
き
あ
が
っ
た
か
ま
ぼ
こ
と
、
ち
く
わ
は
持
ち
帰
っ
て
、

次
の
日
に
反
省
会
を
開
き
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。「
楽

し
か
っ
た
」、「
お
い
し
か
っ
た
」、「
ま
た
行
き
た
い
」
と

み
な
さ
ん
満
足
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
普
段

と
は
違
う
笑
顔
を
見

る
と
、
こ
ち
ら
も
元

気
を
も
ら
い
と
て
も

満
足
で
し
た
。

　

当
日
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

７　絆の杜

　

中
に
は
頭
に
タ
オ
ル
を
巻
い
て
気
合
い
十
分
の
方
ま

で
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
や
職
員
と
ペ
ア
に
な
り
、
ま
ず

は
か
ま
ぼ
こ
作
り
で
す
。
ま
な
板
の
上
に
置
か
れ
た
す
り

身
を
へ
ら
を
使
っ
て
、
板
の
上
に
か
ま
ぼ
こ
の
形
に
な
る

よ
う
に
乗
せ
る
の
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
や
職
員

に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
乗
せ
る
方
が
い
る
中
、
自
分
で
上

手
に
へ
ら
を
使
っ
て
乗
せ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
こ
の
方
は
、
陶
芸
の
作
業
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方

で
、日
頃
陶
芸
で
手
先
を
鍛
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、

器
用
に
へ
ら
を
使
っ
て
板
の
上
に
乗
せ
、
綺
麗
に
型
を
整

え
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
で
す
。

　

か
ま
ぼ
こ
作
り
が
終
わ
る
と
、
今
度
は
ち
く
わ
作
り
で

す
。
ち
く
わ
作
り
も
か
ま
ぼ
こ
作
り
と
同
様
、
ま
な
板
の

上
に
す
り
身
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
今
度
は
た
だ

乗
せ
る
だ
け
で
な
く
棒
の
周
り
に
薄
く
延
ば
さ
れ
て
い
る

す
り
身
を
巻
い
て
い
か
な
く
て
い
け
ま
せ
ん
。
か
ま
ぼ
こ

よ
り
も
難
易
度
が
上
が
り
ま
す
。

　

上
手
く
巻
け
な
く
て
も
、
な
ん
と
か
そ
れ
な
り
の
形
に

仕
上
げ
よ
う
と
真
剣
に
巻
い
て
い
る
方
、
完
全
に
あ
き
ら

め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
や
職
員
任
せ
に
さ
れ
て
い
る
方

…
色
々
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
各
々
の
楽
し
み
方
で
楽

し
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
う
い
う
所
で
も
個
性
が
出
て

い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
綺
麗
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ち
く
わ
ら
し
い
形
に
仕
上
げ
、
先
ほ
ど
作
っ
た
か
ま

ぼ
こ
と
一
緒
に
焼
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
は
、
９
名
の
ろ
う
あ
者
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
９
名
が
活
動
さ
れ
て
い

る
の
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
グ
ル
ー
プ
」。
７
月
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
グ
ル
ー
プ
で
「
か
ま
ぼ
こ
作
り
体
験
」
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
外
出
に
あ
た
り
、
他
に
も
「
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ

リ
ー
作
り
」
や
、「
メ
ガ
ネ
作
り
」
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

グ
ル
ー
プ
は
や
っ
ぱ
り
「
か
ま
ぼ
り
作
り
」
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
福
井
市
内
に
あ
る
か
ま
ぼ
こ
製
造
会

社
に
行
く
こ
と
に
。
か
ま
ぼ
こ
製
造
工
場
に
着
く
と
、
み

な
さ
ん
さ
っ
そ
く
持
参
し
た
エ
プ
ロ
ン
を
着
て
準
備
万
端

で
す
。

ラ
イ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
セ
ル
プ
一
課
）　　

　

一
　
瀬
　
康
　
裕

一
番
好
き
な
の
は
『
食
べ
る
こ
と
』
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声
を
あ
げ
、
移
乗
な
ど
は
二
人
介
助
で
し
た
。
少
し
で
も

元
気
な
頃
の
Ｔ
さ
ん
の
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
出
来

る
事
か
ら
探
し
始
め
て
い
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
日
中
の

オ
ム
ツ
を
外
し
、二
人
介
助
で
ト
イ
レ
に
座
る
こ
と
で
す
。

ト
イ
レ
に
座
る
こ
と
で
、
足
の
筋
力
も
つ
き
立
位
が
安
定

し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
一
人
介
助
で
も
ト
イ
レ

で
出
来
る
よ
う
に
な
り
、「
ト
イ
レ
に
行
き
た
い
」
と
意

思
表
示
も
し
、
ト
イ
レ
に
座
る
回
数
は
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
つ
か
ま
り
立
ち
５
秒
が
可
能
と
な
り
、
歩
行

器
歩
行
に
も
取
り
組
み
、
今
で
は
歩
行
器
で
他
の
ユ
ニ
ッ

ト
ま
で
散
歩
に
出
か
け
、
他
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
利
用
者
と
交

流
も
深
め
て
い
ま
す
。
活
動
も
増
え
た
た
め
に
食
欲
も
出

て
き
ま
し
た
。
今
で
は
ユ
ニ
ッ
ト
で
炊
い
た
ご
飯
を
大
盛

り
食
べ
、
時
に
は
「
お
か
わ
り
ち
ょ
う
だ
い
」
と
２
杯
食

べ
る
時
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
水
分
量
も
一
日
平
均
し

て
一
四
○
○
ｃ
ｃ
飲
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
に
日

　
「
リ
ビ
ン
グ
に
も
く
つ
ろ
ぎ
の
場
が
あ
っ
た
ら
い
い
な

あ
」「
家
の
よ
う
に
食
べ
る
場
所
と
く
つ
ろ
ぐ
場
所
が
わ

け
ら
れ
た
ら
い
い
な
あ
」
と
職
員
の
言
葉
が
き
っ
か
け
と

な
り
、れ
ん
げ
ユ
ニ
ッ
ト
の
リ
ビ
ン
グ
に
畳
を
３
畳
敷
き
、

テ
ー
ブ
ル
、
座
椅
子
を
持
っ
て
き
て
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー

ス
を
作
り
ま
し
た
。
利
用
者
は
そ
こ
で
食
事
の
後
に
畳
で

横
に
な
っ
て
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
一
服

し
た
り
お
茶
を
飲
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
、
家
の
よ
う
な
家
庭
的
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
居
心
地

の
良
い
場
所
を
作
れ
た
こ
と
が
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
寒
く
な
っ
て
い
く
の
で
、
コ
タ
ツ
も

そ
ろ
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
福
祉
ニ
課
で
は
、
去
年
か
ら
介
護
力
向
上
講
習
会

に
参
加
し
、「
水
・
め
し
・
ク
ソ
・
運
動
」
を
合
言
葉
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
２
年
目
な
の
で
、
職
員
の

意
識
も
高
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
一
致
団
結
し

て
取
り
組
み
も
意
欲
的
で
す
。

　

れ
ん
げ
ユ
ニ
ッ
ト
で
も
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
職

員
同
士
声
を
掛
け
合
い
、
協
力
し
な
が
ら
「
水
・
め
し
・

ク
ソ
・
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｔ
さ
ん
（
男
性
）

は
入
所
当
時
、
一
日
中
オ
ム
ツ
を
使
用
し
、
移
動
も
車
椅

子
で
の
介
助
を
し
て
い
ま
し
た
。
食
事
も
主
食
は
お
粥

で
、
自
分
で
は
食
べ
ず
に
介
助
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で

す
。
水
分
も
一
日
ト
ー
タ
ル
一
○
○
○
ｃ
ｃ
で
し
た
。
持

病
の
リ
ウ
マ
チ
も
あ
り
、
少
し
で
も
動
く
と
「
痛
い
」
と

第
三
光
が
丘
ハ
ウ
ス
（
高
齢
福
祉
二
課
）　　

市
　
橋
　
由
香
里

〜
心
温
ま
る
ケ
ア
を
目
指
し
て
〜

に
Ｔ
さ
ん
が
元

気
に
な
り
、
表

情
も
明
る
く
な

り
、
会
話
が
多

く
な
っ
た
こ
と

が
と
て
も
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
の

笑
顔
が
引
き
出

せ
る
よ
う
に
介

護
力
向
上
に
取

り
組
ん
で
行
き

た
い
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
外
に
で
て
地

域
と
の
交
流
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
毎
月
買
い
物
に
出

か
け
た
り
、
四
季
を
感
じ
る
場
所
に
出
か
け
た
り
、
外
出

を
す
る
機
会
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
さ
ん
も
奥
さ
ん
が
待
っ
て
い
る
自
宅
外
出
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
四
月
に
肺
炎
の
為
、
入
院
し

て
か
ら
は
し
ば
ら
く
外
出
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
施

設
に
戻
っ
て
か
ら
ま
ず
は
体
力
を
つ
け
る
た
め
に
離
床
で

き
る
回
数
や
時
間
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
体
力
も
つ
き
、
一
〇
月
に
自
宅
外
出
を
計
画
し
、

半
年
ぶ
り
に
実
行
し
ま
し
た
。
そ
の
日
は
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
温
か
い
陽
気
に
包
ま
れ
、
数
時
間
で
し
た
が
、
家
族

と
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

奥
さ
ん
も
と
て
も
喜
ば
れ
、
Ｓ
さ
ん
も
次
の
日
は
普
段
見

せ
な
い
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

外
に
出
る
機
会
を
増
や
し
、
地
域
、
社
会
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
支
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

れ
ん
げ
家
族



９　絆の杜

　セルプ二課では、利用者の方々の希望で、個人旅行に出かけています。以前は課の行事
として旅行を計画し、希望者が一斉に出かけていました。しかし、旅行も多様化してきた
今日この頃、「やはり本当に行きたい所に気心知れた人とこじんまり行きたい。」との声が
ありこの様な旅行の形となりました。
　今年の夏から秋にかけては、６組の方々がそれぞれ出かけられています。出身地（東北
地方）への墓参りを兼ねた旅行、大阪ユニバーサルスタジオジャパン、東京ディズニーラ
ンド、京都方面、東京鉄道博物館等です。利用者ご本人と職員で話し合いをし、行きたい
ところ、泊りたい所、食べたい物等の希望をお聞きし旅行社の方と綿密に計画を立て、実
施しています。主に職員ＯＢの方をはじめとして、ボランティアの方に付添をお願いして
います。東京鉄道博物館に行かれた方は、「以前テレビで見てずっと行きたかったんだ。や
っと念願がかなった。」と満足そうに帰って来られました。又墓参りを兼ねた旅行に行かれ
た方は、親戚の方、昔お世話になった方や近所の懐かしい方々にお会いしていろいろな思
い出話に花が咲き、充実した時間を過ごされすっきりした表情で帰園されました。
　日常の施設生活では見ることの出来ない様な顔、顔、顔・・・に付添の方から「本当に
楽しかったわのお～。思い出やったわあ～。」との感想も頂きました。それぞれの方々が楽
しい余韻を残して帰園され、お土産話を聞かせてくださり聞いている職員も楽しい限りで
す。これも一緒に同行してくださるボランティアの方あっての事、と利用者職員一同大変
感謝しております。いつもありがとうございます。
　私たちと一緒に楽しいひとときを過ごしませんか？皆様の付添ボランティアをお待ちし
ております。

個人旅行 光が丘ワークセンター
（セルプ二課）　　伊　藤　眞由美



絆の杜　１０

を
し
ま
し
た
。
た
だ
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
準
備
の
段

階
か
ら
利
用
者
と
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
南
棟
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
材
料
の
買
い
出
し
、
野
菜
切
り
な
ど

を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
創
作
活
動
で
は
、
牛
乳
パ
ッ

ク
を
使
っ
て
椅
子
作
り
を
し
ま
し
た
が
、
娯
楽
室
か
ら
あ

ふ
れ
る
く
ら
い
の
利
用
者
が
集
ま
っ
て
く
れ
、
皆
、
時
間

を
忘
れ
て
集
中
し
て
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
あ
っ
た
、
自
治
会
も
今
ま
で
と
は
少
し
違
っ

た
自
治
会
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
職
員
が
す
べ
て
企
画

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
利
用
者
自
治
会
役
員
を
中
心

に
、
活
動
の
企
画
、
お
や
つ
の
注
文
、
会
場
の
設
営
（
テ
ー

ブ
ル
や
椅
子
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
他
）、
司
会
進
行
な
ど
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
利
用
者
中
心
で
進
め
て
い
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
と
お
し
て
、
生
き
生
き
と
し
た
利

用
者
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
利
用
者
の
自
主

的
な
行
動
の
芽
を
摘
み
取
っ
て
い
な
か
っ
た
か
・
・
支
援

す
る
と
い
う
意
味
を
は
き
違
え
、
職
員
の
思
い
を
押
し
つ

け
が
ち
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
・
・
も
ち
ろ
ん
そ

こ
に
は
、
職
員
の
熱
い
思
い
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

で
は
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
本
当
の
意
味
で
答
え
て
い
る
と

は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
私
が

援
護
一
課
で
利
用
者
と
共
に
過
ご
し
た
四
年
間
の
中
で
今

年
が
一
番
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
出
来
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
事
が
た
く
さ

ん
あ
る
中
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
日
課
の
中
に
取
り
入

れ
て
い
く
か
思
案
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
く
充
実
し

た
一
年
だ
っ
た
と
み
な
さ
ん
に
振
り
返
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
利
用
者
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、明
る
く
、

元
気
な
援
護
一
課
を
み
ん
な
で
作
っ
て
い
け
た
ら
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

そ
れ
を
も
と
に
日
課
の
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。今
年
か
ら
、

職
員
が
増
員
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
い
ま
ま
で
出
来
な

か
っ
た
取
り
組
み
が
少
し
ず
つ
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
た
く
さ
ん
の
利
用
者
の
方
が
生
き
が
い
と
し
て

い
る
作
業
活
動
の
充
実
で
す
。こ
の
と
こ
ろ
の
不
況
の
中
、

今
ま
で
お
こ
な
っ
て
き
た
仕
事
が
、
業
者
の
都
合
で
減
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
仕
事
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て

作
業
を
中
止
す
る
の
で
は
な
く
、
作
業
訓
練
と
し
て
手
指

の
訓
練
や
、
新
し
い
仕
事
の
練
習
な
ど
を
、
一
人
一
人
の

利
用
者
に
合
わ
せ
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
軽
運
動
の
時
間
を
日
課
の
中
に
取
り
入
れ
、
散

歩
を
中
心
に
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
散
歩
を　

希
望
す

る
利
用
者
の
中
に
は
、
運
動
の
為
に
身
体
を
動
か
し
た

い
と
言
わ
れ
る
方
、
散
歩
の
時
間
を
利
用
し
職
員
と
の

ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
を
楽
し
み
た
い
方
と
目
的
は
さ
ま
ざ

ま
で
し
た
。
時
間
は
限
ら
れ
て
お
り
、
一
人
一
人
に
し

た
ら
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
職

員
、
利
用
者
共
々
、
と
て
も
い
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
て
い
ま
す
。
今
後
は
そ
の
中
に
リ
ハ
ビ
リ
的
な
メ

ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
棟
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
援
護
一
課
の
建
物
は
大
き
く
２
棟
あ
り
中
央
棟
、
南

棟
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
外
出
や
、
食
事

会
、
あ
そ
び
り
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ゲ
ー
ム
、
創
作
活
動
な
ど

　

私
た
ち
援
護
一
課
で
は
、
去
年
度
末
よ
り
利
用
者
の
日

中
活
動
の
充
実
を
図
ろ
う
と
、
各
担
当
が
利
用
者
一
人
一

人
か
ら
、ど
ん
な
取
り
組
み
を
希
望
し
て
い
る
か
を
聞
き
、

ラ
イ
ト
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
（
援
護
一
課
）

　
　

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者　

谷
　
口
　
栄
美
子

利
用
者
と
共
に
作
る
援
護
一課
を
目
指
し
て

自治会 （総会） の様子

お楽しみ会 （ミニ運動会）



１１　絆の杜

い
く
様
子
を
箸
を
止
め
て
見
て
い
る
こ
と
で
食
事

の
時
間
が
終
わ
っ
て
も
食
堂
で
工
事
の
様
子
を
見

て
い
た
り
、
興
味
津
々
な
様
子
が
窺
え
ま
し
た
。

不
安
は
あ
り
な
が
ら
も
や
は
り
こ
れ
か
ら
先
、
自

分
が
生
活
す
る
建
物
が
一
日
一
日
確
実
に
出
来
て

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
自
分
の
目
で
見
て
感

じ
る
こ
と
で
、
畑
で
何
を
作
ろ
う
だ
と
か
、
家
具

は
ど
う
置
こ
う
な
ど
、
誰
も
が
新
し
い
生
活
を
し

て
い
る
自
分
を
想
像
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

工
事
が
進
む
中
、
一
番
気
に
な
る
中
の
造
り
や

居
室
に
関
し
て
も
話
が
進
み
、
居
室
発
表
の
前
の

日
は
「
合
格
の
発
表
を
聞
く
み
た
い
で
気
に
な
っ

て
寝
れ
な
か
っ
た
わ
。」
と
前
の
日
か
ら
そ
わ
そ

わ
し
て
い
る
利
用
者
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
の

新
し
い
部
屋
の
場
所
も
把
握
し
、
ま
だ
ま
だ
引
っ

越
し
ま
で
期
間
は
あ
る
の
に
、
も
う
既
に
荷
物
も

し
っ
か
り
段
ボ
ー
ル
に
ま
と
め
、
名
前
ま
で
記
入

し
て
お
り
、
今
で
も
引
っ
越
し
が
出
来
る
と
い
う

利
用
者
も
い
れ
ば
、
部
屋
の
荷
持
つ
が
多
く
積
み

重
な
っ
て
お
り
、
荷
物
整
理
に
入
る
と
、
昔
描
い

た
絵
を
引
っ
張
り
出
し
て
嬉
し
そ
う
に
眺
め
た

り
、
名
残
惜
し
く
て
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
り
と
長

年
こ
こ
で
生
活
し
て
き
た
思
い
出
に
浸
っ
て
し
ま

い
、
な
か
な
か
整
理
が
出
来
な
い
方
も
お
ら
れ
ま

す
。

　

新
し
い
建
物
も
あ
っ
と
い
う
間
に
建
っ
て
し
ま

い
、
す
ぐ
に
引
っ
越
し
の
時
期
が
く
る
と
思
い
ま

す
。
慌
た
だ
し
い
引
越
し
の
中
、
利
用
者
が
新
し

い
養
護
で
楽
し
み
を
持
っ
て
生
活
し
て
頂
け
る
よ

う
に
利
用
者
と
一
緒
に
職
員
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

養
護
で
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
に
新
し
い
四

階
建
て
の
建
物
が
建
ち
ま
す
。
そ
の
為
、
ま
ず
仮

設
の
工
事
を
し
、
六
月
に
は
そ
の
仮
設
に
約
二
十

名
の
利
用
者
の
移
動
が
あ
り
ま
し
た
。
仮
設
に

は
ト
イ
レ
が
な
い
為
、
元
あ
る
ト
イ
レ
を
共
同
で

使
っ
た
り
、
雨
の
多
い
日
に
は
、
通
路
の
雨
漏
り

や
、
雨
が
屋
根
板
に
当
た
る
音
な
ど
、
不
便
な
思

い
も
し
ま
し
た
。
視
覚
障
害
の
方
は
仮
設
か
ら
棟

へ
行
く
ま
で
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
仮
設
が
出

来
た
こ
と
に
よ
り
、
建
物
を
把
握
で
き
な
い
と
い

う
ス
ト
レ
ス
や
慣
れ
な
い
生
活
で
気
持
ち
が
不
安

定
に
な
っ
た
り
と
新
し
い
建
物
が
建
つ
と
い
う
楽

し
み
の
反
面
、
不
安
さ
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

仮
設
に
移
動
し
、
す
ぐ
に
北
側
の
駐
車
場
の
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
建
物
の
半
分
を
解
体
す
る

作
業
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
を
壊
す
の
に
、
か

な
り
の
騒
音
が
日
中
絶
え
間
な
く
響
き
わ
た
っ
て

お
り
、
昼
寝
も
出
来
な
い
状
態
で
し
た
。
そ
ん
な

中
、
着
々
と
工
事
は
進
ん
で
い
き
、
足
場
が
で
き
、

鉄
骨
の
骨
組
み
が
で
き
、
建
物
の
姿
が
な
ん
と
な

く
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
中
に
は
昔
そ
の
よ
う
な
仕
事
に
就
い

て
い
た
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
方
は
土
台
で

あ
る
土
を
掘
っ
た
り
、
解
体
工
事
の
時
も
窓
か
ら

ず
っ
と
作
業
風
景
を
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
骨
組

み
が
で
き
「
や
っ
と
こ
こ
ま
で
き
た
な
。
も
う
中

は
出
来
た
ん
か
。」
と
建
物
の
周
り
に
足
場
シ
ー

ト
を
張
っ
て
し
ま
っ
た
為
、
作
業
の
様
子
が
見
え

な
く
、
工
事
の
進
み
具
合
が
と
て
も
気
に
な
る
様

子
で
、
窓
の
外
を
見
て
い
る
姿
を
よ
く
目
に
し
ま

し
た
。
他
の
利
用
者
の
方
で
は
、
食
事
中
に
窓
か

ら
崩
さ
れ
た
建
物
を
眺
め
た
り
、
建
物
が
建
っ
て

第一・ニ光が丘ハウス
（高齢福祉一課）　　小　川　和　恵

待ち遠しい
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春夏秋冬の季節の移ろい、山が装う頃となり近くには植物園、環境の良
い地に光が丘があります。私達が朗読でお邪魔させて頂くようになって、

もう五年が過ぎました。拙い朗読を続けてこられましたのも、お年寄りの方々や職員さんの御好意の他
ありません。
私達は子ども文庫ですが、文庫では子ども達に、絵本、紙芝居、パネルシアターまた季節の行事も行

なっております。出前では、光道園を初めとして近くの小学校、児童館、子育て支援センター、Ｎ病院
の養護学校と依頼があれば出かけて行きます。光道園での一時は貴重で
人と人との御縁を感じます。帰り際に ｢今度は、いつ？ ｣と、声を掛け
て下さる事は、私達にとって、どんなほめ言葉よりも嬉しいものです。
ただ残念な事は、今まで歩いて来られた方が車椅子になられたり、お

身体の調子が悪い方々です。私達も年々、老化現象を感じ、いつまで続
けられるか不安ですが、お年寄りの方の温かい言葉を活動の源として気
持ちを新たにしております。

ボランティアとの絆シリーズ④
文庫・ユカチャング
代表　松　山　絹　子
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団
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と
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招
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生
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バ
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公
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テ
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福
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ン
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西
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プ
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ご
寄
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・
ご
招
待
と
も
平
成
二
十
一
年
一
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か
ら
十
一
月
ま
で
の
団
体
名
・
品
名
・
内
容
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
他
多
数
の
善
意
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
紙
面
の
都
合
上
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
　
　
贈

招
　
　
待

ベルゲームコーナー招待 デジタルカメラ寄贈
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山
下
奈
緒
美

　

①
Ｂ
型

　

②
み
ず
が
め
座

　

③
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
（
子
供
の
）

　

④
虹

小
木
夕
佳

①
Ｂ
型

②
か
に
座

③
ボ
ー
ド
、
飲
み
会
、

　

ラ
イ
ブ
観
戦

④
Ｂ´

ｚ
全
曲

金
田
朋
己

　

①
Ａ
型

　

②
魚
座

　

③
カ
ラ
オ
ケ

　

④
加
藤
ミ
リ
ヤ
の
曲
全
曲

■
鯖
江
事
業
所

■
朝
日
事
業
所

山
口
愛
子

　

①
Ｏ
型

　

②
て
ん
び
ん
座

　

③
読
書

　

④
空
港

　バレンタインデー企画として美味しい
ブラウニーケーキを作ります。

サイズはおおよそ長さ8cm×幅5cm×高さ3cm
価格は３５０円です。ラッピング（別料金）も承り
ますのでどうぞお買い求め下さい。

連絡先 0778‐34‐2121（担当　東野・津田）

錠
詰
幸
恵

①
Ａ
型

②
さ
そ
り
座

③
ピ
ア
ノ
、
犬
の
散
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、
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友
達
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ー
キ
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歩
き

④
東
方
神
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し
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好
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ま
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総
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①
Ｂ
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め
座

　

③
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Ｏ
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弓

④
「
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等
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Ｐ
Ｏ
Ｐ
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謡
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ル
プ
一
課

矢
敷
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①
Ａ
型

　

②
や
ぎ
座

　

③
旅
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・
ボ
ー
ド

　

④
Ｍ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

　
　
「
Ｌ
Ｕ
Ｖ
」

秋
本
美
紀

　

①
Ｏ
型

　

②
射
手
座

　

③
写
真
、
旅
行
、
音
楽

　

④
Ｐ
ｕ
ｎ
ｋ
、
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ

セ
ル
プ
二
課

地
域
生
活
支
援
室

高
齢
福
祉
二
課

玉
　
美
千
代

①
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型

②
み
ず
が
め
座

③
映
画
・
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デ
オ
鑑
賞

④
Ｂ´

ｚ
『
太
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の
Ｋ
ｏ
ｃ
ｈ
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Ａ
ｎ
ｇ
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一
課
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令
子
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Ｂ
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手
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ば
打
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④
Ｇ
ｒ
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ｅ
ｎ

　
　
「
ハ
レ
ル
ヤ
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」

療
護
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課
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課
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成
二
十
一
年
七
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〜
十
一
月
採
用

新
任
職
員
の
紹
介

★
氏
名
　
①
血
液
型
②
星
座

　
　
　
　
③
趣
味
④
好
き
な
曲
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社会福祉法人　光道園の施設 養護老人ホーム ・ 第一光が丘ハウス 丹生郡越前町朝日 22-7-1

養護（盲）老人ホーム ・ 第二光が丘ハウス 丹生郡越前町朝日 22-7-1

社会福祉法人　光道園　法人本部 鯖江市和田町 9-1-1 特別養護老人ホーム ・ 第三光が丘ハウス 丹生郡越前町朝日 22-7-1

障害者支援施設 ・ ライトワークセンター 鯖江市和田町 9-1-1 通 所 介 護 事 業 所 ・
デイサービスセンターさざんかホール

丹生郡越前町朝日 22-7-1
障害者支援施設 ・ 光が丘ワークセンター 丹生郡越前町朝日 22-2-2

障害者支援施設 ・ ライトホープセンター 丹生郡越前町朝日 22-3-1 訪問介護事業所 ・ ヘルパーステーションさざんか 丹生郡越前町朝日 22-7-1

障害者支援施設 ・ ライフトレーニングセンター 鯖江市和田町 9-1-1 居宅介護支援事業所 ・ さざんかホール 丹生郡越前町朝日 22-7-1

日 中 生 活 介 護 事 業 ・ た ね の い え 鯖江市和田町 9-1-1 越前町障害者支援センター ・ さざんか 丹生郡越前町朝日 22-7-1

～文化祭より～
21.11.9（月）～11.27（金）


